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〈第32総会期主題聖句〉
平和を実現する人々は幸いである
―マタイによる福音書5章9節―

〈日本YWCAの使命（ミッション）〉
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する

世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

　　　　〈日本YWCAのビジョン〉
地域で女性達が主体的に活動することを通して、
以下の社会をめざします。

（1） 平和憲法が生かされ、核も暴力もない社会
（2） 女性と子どもの尊厳を守る社会
（3） 若い女性がリーダーシップを発揮する社会
（4） 多世代・多文化で多様な背景を
 持つ人びとを尊重する社会
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特集	 	「セーフスペース」を考える
	
6面	 中高YWCA全国カンファレンス
7面	 ひろしまを考える旅2017

誰もが安心して「ありのままの自分」でいられること。それが、平和への
はじめの一歩だとYWCAは考えています。しかし、日常の身近な場やコ
ミュニティで、ありのままでいることは難しく、生きづらさを抱えている人
は少なくありません。全国各地のYWCAは、一人ひとりが安心して自分ら
しくいられる場を「セーフスペース」として、地域や学校で展開しています。
地域社会で「居場所創り」の必要性が高まる今、
改めてYWCAの「セーフスペース」を考えます。

YWCAの
「セーフスペース」

ありのままの自分で
いられる

Safe Space

YWCAは創立当初から平和な世界を
創りだすために、女性たちがリーダーシッ
プを発揮してきました。しかし、いまなお
多くの人々が、偏見、差別、虐待、抑圧、
排除、暴力にさらされています。家庭や
職場、学校などの身近な人間関係や、コ
ミュニティの中で口には出せない痛みと生
きづらさを抱え、自らの潜在的な力や可
能性に気づくことができない人もいます。
2011年、世界YWCA総会は「女性が
創りだす安全な世界」をテーマに掲げま
した。「安全な世界」とは、人権と自由が
保障され、一人ひとりがその人らしく生き
ることができる世界です。YWCAが展開
する「セーフスペース」では、一人ひとり
が失われた尊厳を回復し、元気を取り戻し、
立ち上がって声をあげることができます。
誰もが自分の人生を自らの意志で決め、
リーダーシップを発揮するためにも「セー
フスペース」は必要不可欠なのです。

平和な世界への一歩は
私らしく生きること

神戸YWCA

名古屋YWCA

京都YWCA
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思
い

を
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く
し
て
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あ
な
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の
神
で
あ
る
主
を
愛
し
な
さ
い
。』」

こ
れ
が
最
も
重
要
な
第
一の
掟
で
あ
る
。
第
二
も
、
こ
れ
と
同
じ

よ
う
に
重
要
で
あ
る
。『
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
な
さ
い
。』
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「
私
ら
し
く
生
き
よ
う
」。
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）
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に
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ら
れ
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あ
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さ
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…
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あ
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あ
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「
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を
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に
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と
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と
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points
ポ イ ン ト

「セーフスペース」を創り、成長・継続
させるためにYWCAが大切にしていることを
６つのポイントで紹介します。
これは日常のあらゆる場やコミュニティで用いることができます。
それぞれに与えられた賜物やチカラを発揮して、
共に新たな「セーフスペース」を創り出してみませんか。

知る
創る

セーフ
スペース

point

　そこに集う誰もが安心して「ありのままの
自分」でいられることが保障されていれば、
YWCA のどんな場も「セーフスペース」とい
えるでしょう。たとえば施設や事業、プログ
ラム、普段の委員会やグループ活動、皆で
美味しいものを囲んで語るひとときなど。そ
れは、必ずしも特定の場所・空間である必
要はありません。何もないところにも、新たな
「セーフスペース」を創り出すことができます。
　大勢で連日宿泊するプログラムでは、施設
の一角を「セーフスペース」として開放する
ことがあります。今年の中高 YWCA 全国カ
ンファレンスでは、宿泊ホテルの 1 室に「し
んどくなったらいつでもどうぞ」と掲げた
「セーフスペース」が設けられました。「いつ
でも、どこでも」多様な形で新しい「セーフ
スペース」を創り出すことができるのです。

普段は口に出せない「本当の声」で語り
合えるのが「セーフスペース」です。しかし、
プライベートな体験や悩みは、信頼関係なし
には安心して打ち明けることはできません。
「セーフスペース」を初めて訪れる人が安心
できるよう、そこに集うすべての人のプライバ
シーや人権を守る「ルール」を設けることが
前提となります。「今日のお話は、ここだけ
のお話」（守秘）、「いろいろな背景を持つ人
がいること」（多様性の理解）、「自分と異な
る人を否定しないこと」（肯定・受容）、「な
んでも話していい」「話したくなければ話さな
くていい」（尊重）といったルールを共有す
ることが、信頼関係の土台となります。

「どなたでもどうぞ」と掲げながら、仲間
うちだけの「居心地のいい居場所」ではあっ
ては本当の意味で「セーフスペース」とはい
えません。初めてそこを訪れた人が「ここは
私にとって安心できる場」と思えるのは、「受
け入れられている」と実感したときです。国
や文化、性別、世代、生活環境や社会的立場、
経済的背景、価値観など、あらゆる「違い」
を受け入れ、尊重すること。これは、「セー
フスペース」を実現するための条件の中で、
もっとも難しく、そして大切な要素です。
YWCAのすべての活動は、「キリスト教基

盤」に基づいています。それは、「わたし」
も「あなた」も神の前に等しく大切な存在と
いうことを信じることです。また、すべての「違
い」を乗り越えて隣人を愛したイエス・キリ
ストの生き方に、常に学び続け、時には変化
も恐れないことです。「セーフスペース」は、
このキリスト教基盤の上に立って運営しようと
心がけています。

「セーフスペース」では、与える・受けるの
関係ではなく、対等な人と人との関係性を育
んでいくことも重要です。支援事業に生じが
ちな「支援する・される」、「指示する・される」
という関係性を取り除くことで初めて、そこに
いる誰もが対等になり、お互いを尊重する「対
話」が生まれます。お互いに目の前の相手の
声に心を傾けて対話をすることを通して、隠
されていた思いやニーズに気づかされること
があります。活動に関わる人すべてが、その
「気づき」によって変えられ、成長することを
通して、「セーフスペース」も日々変化し、成
長していくのです。
京都YWCAの「ふれあいの居場所食堂

うららかふぇ」では、そこにいる一人ひとり
を受け止め、対話する人たちがいます。併
設する高齢者住宅や自立支援ホームの利用
者、そしてカフェの利用者が、人との関わり
を積み重ねる場となっています。
各地のYWCAで行われているキャンプに

は、子どもたちと同じ目線で向き合い、寄り
添うリーダーたちがいます。また、保育園、
発達支援のニーズのある子どものための療育
事業では、どんなときにも子どもの気持ちに
耳を傾けて、最後まで話を聴く先生たちがい
ます。東京YWCAまきば保育園では、「ここ
は、もう一つのお家のように安心できる場所
であるということ、自分の気持ちを出して良
いということ、自分の心地良いペースで歩ん
で良いということ、誰かがいつも見守ってくれ
ている場所であるということ」を子どもに伝
えながら保育をしています。

2 point 1

いつでも、どこでも
多様なカタチで創り出そう

point 3

開かれている
違いを認め、受け入れ合おう

信頼関係
安心を保障するルールを共有しよう

日本語を母国語としない子どもたちの学習サポート＆居場
所。「違って OK」「違いを楽しむ」という姿勢で、子どもた
ちのありのままを受け入れている「ガリ勉クラブ」（名古屋
YWCA）

福島の女性と子どもたちの
リフレッシュとふれあいの
場。自由に立ち寄り、普段
は口に出せない心配事を話
しあい、情報収集・共有が
できる（カーロふくしま）

食事を作るボランティアや
子ども支援のサポーターら
地域の人々に支えられてい
る「大手町の小さなキッチ
ン　わいわい食堂」。子ども
たちも積極的にお手伝い

（広島YWCA）

point 4

人と人の間に
お互いを尊重し対話しよう

ボランティアの高校・大学生が中心となって
福島の親子支援キャンプを運営。さまざまなも
のを認め合い共に生きる場を創り出している

（熊本YWCA）

Safe             Sp
ace

中高生と20代前半の女性が、一緒に楽しくリーダーシップを学
ぶ講座。さまざまな課題に出会い自分の中にある多様な力をの
ばしていく「ガールズ・パワーアップ・プロジェクト」（大阪YWCA）

日本と韓国の若い世代が出会い、国や文化、
背景の違いを超えて、ともに語り、学びあう「日
韓ユース・カンファレンス」（日本YWCA）
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知る
創る

セーフ
スペース

points
ポ イ ン ト

point

そこを訪れた人が自分らしさと元気を取り
戻し、立ち上がり、主体的に動き出すように
なるのも、「セーフスペース」のチカラです。
また、日常の場に戻っても自分自身のチカラ
を必要とされる場で活かせるようになったり、
リーダーシップを発揮して新たな活動を始め
たりするなど、「セーフスペース」のチカラは
その場に留まることがありません。
身近な人間関係で息苦しさを感じて
YWCAに参加したことで、ありのままの自分
が受け入れられ、自分らしく活動できたこと
によってエンパワーされる。そして、自ら立ち
上がり、同じような痛みを抱えている女性た
ちに寄り添う。YWCAにはそうしたリーダー
シップのストーリーがたくさんあります。

地域とのつながりも大切です。函館
YWCAでは、福島在住の親子を対象にした
保養プログラムを継続的に実施するために、
地元の人々や企業、施設などに協力を依頼
するほか、地元の新聞を通じて活動を広く伝
え、支援を呼びかけるなど工夫をしています。
また、「セーフスペース」がニーズに応え、
息の長い活動となるには行政、医療、他の
福祉施設や専門家との柔軟な連携が必要と
なるでしょう。広島YWCAの「大手町の小さ
なキッチン　わいわい食堂」は、ひとり親家
庭などの小中学生を対象に、子どもと親が
安心して集い、気軽に交流できる居場所とし
て発足。子ども支援の専門家や福祉関係者
と連携し、サポーターの育成にも力を入れ、
市の補助金を受けています。
大阪YWCAが運営する「ステップハウス」

は、DVの被害にあった女性と子どもが安心
して生活できる場です。ケースワーカーやカ
ウンセラーら専門家のほか、行政や司法、医
療機関、関連団体などのネットワークを築い
て、被害者母子の心と体の安全を確保して
います。

6 point 5

参加者から参画者へ
自分を取り戻して立ち上がろう

地域・外部との連携
スペシャリストのチカラを借りよう

Safe       Sp
ace

国連女性の地位委員会（CSW）は2週間続
くので、途中「ゆったりしたい、ぼーっとしたい」
という気持ちになりました。そんな時に惹き付
けられるように立ち寄っていたのが、世界
YWCAが滞在ホテルの一室に設置した「セーフ
スペース」。CSWに参加する若い女性が自由に
利用できるアットホームでウェルカムな場所。
特に若い女性のためのスペースとしたのは、女
性の人権向上をめざす場であっても、往々にし
て年上の女性や男性が議論の中心を占め、若
い女性の意見が尊重されてこなかったことが背

CSWに参加したユースが
「セーフスペース」を体験！

景にあるからです。ここでは、自主的にイベン
トやディスカッションを設けてもよし、誰かとお
しゃべりしてもよし、寝ころがって過ごしてもよ
し。ただし、「誰の発言もきちんと聴き、尊重
する」という唯一のルールは守ること。「私の
意見も平等に聴いてもらえるんだ」と、大きな
安心感の中で発言できることが、とてもエンパ
ワリングなのだと気づかされました。イベント
のない時間に立ち寄っても世界YWCAメンバー
の誰かは常駐し、心からほっと一息つけるスペー
スとなっていました。

世界に変革をもたらす若い女
性のリーダーシップを実現する
ため、YWCAは、それぞれの
国や地域で今求められている
「セーフスペース」を創り出し
ている（世界YWCA総会）

Y
W
C
A
の
良
さ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

日
本
Y
W
C
A
の
「
ひ
ろ
し
ま
を
考
え
る

旅
」
に
初
め
て
参
加
し
た
と
き
、
高
校
生

だ
っ
た
私
は
閉
鎖
的
な
学
校
の
中
で
窮
屈

な
思
い
を
し
て
い
て
、
自
分
の
考
え
を
人

前
で
発
表
す
る
機
会
に
飢
え
て
い
ま
し
た
。

Y
W
C
A
で
は
、
そ
ん
な
私
を
一
高
校
生
だ

か
ら
と
い
う
こ
と
で
見
下
す
こ
と
な
く
、
一

人
の
意
見
と
し
て
尊
重
し
て
、
年
上
の
参

加
者
と
対
等
に
扱
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
環
境
は
私
に
と
っ
て
本
当
に
貴

重
で
、
高
校
生
活
の
中
で
初
め
て
息
が
で

き
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

「
肩
書
や
見
た
目
で
ジ
ャ
ッ
ジ
さ
れ
ず
、

存
在
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
く
れ
る
場

所
」。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
「
セ
ー
フ
ス

ペ
ー
ス
」
で
あ
り
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
は
な
く
、
こ
の
Y
W
C
A
に
居
た
い

と
思
う
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
3
月
に
参
加
し
た
C
S
W
で
も

「
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
」
が
部
屋
と
し
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
部
屋
で
世
界

Y
W
C
A
総
幹
事
の
マ
ラ
ヤ
・
ハ
ー
パ
ー
さ

ん
は
、一
人
ひ
と
り
の
メ
ン
バ
ー
に
寄
り
添
っ

て
発
言
し
や
す
い
状
況
、
そ
し
て
英
語
を

流
暢
に
話
せ
ず
と
も
誰
も
が
そ
の
場
に
居

や
す
い
雰
囲
気
を
創
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

C
S
W
参
加
後
の
私
の
目
標
が
「
自
分
の

周
囲
の
人
間
に
対
し
て『
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
』

を
創
る
」
に
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
、

そ
ん
な
私
で
も
「
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
」
と
い

う
概
念
は
知
っ
て
い
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う

ユースが考える
「セーフスペース」

私をそのまま
受け入れてくれる場所

高校時代にYWCAに参加したことで「セーフスペース」を知ったという
ユース会員が、自身の体験をもとに今回のテーマについて考えました。
海外のYWCAプログラムに参加したことで視野を広めた彼女の意見
は、私たちが「セーフスペース」創りを実践するためにも役立つでしょう。

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本

国
内
で
さ
え
、
私
た
ち
は
日
常
で
実
行
で

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
何
度
か
国
際

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た

経
験
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
相
手
と
の
文
化
の
違
い
を

認
識
し
て
い
る
と
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
も
寛

容
で
い
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
相
手
と
自
分

と
の
「
違
い
」
を
念
頭
に
置
い
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。「
違
っ
て
当
然
」
と
捉
え
て
固
定
観

念
の
眼
鏡
を
取
り
去
っ
て
相
手
を
す
っ
ぽ

り
受
け
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
。「
セ
ー
フ
ス

ペ
ー
ス
」
は
私
た
ち
の
心
の
中
か
ら
い
つ
で

も
創
り
出
せ
る
の
で
す
。

京
都
Y
W
C
A
会
員

　奥
山
り
つ

初めて参加した「ひろしまを考える旅」。
オプショナル最終日はみんなでお好み焼き

インドYWCAのユースフォーラムで「セーフス
ペース」について語り合った各国のユースたち

イ
メ
ー
ジ
の
異
な
る
「
セ
ー
フ
」を

と
も
に
創
り
出
す
た
め
に

窮
屈
だ
っ
た
高
校
生
活
で

初
め
て
息
が
で
き
た
感
じ

に
創
れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
Y
W
C
A
に

関
わ
る
中
で
の
活
動
の
ゴ
ー
ル
も
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
折
、
イ
ン

ド
Y
W
C
A
主
催
の
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

「
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
る
と
知
っ
て
、
参
加
し
ま
し
た
。

「
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
」
と
は
私
の
認
識
し

て
い
た
以
上
の
意
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

「
身
体
的
・
精
神
的
に
不
安
を
抱
え
な
い

空
間
」
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
定
義
や
イ
メ
ー
ジ
は
人
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
が
通
う
大
学

全
体
を
「
安
全
な
場
所
」
と
認
識
し
て
い

る
人
も
い
れ
ば
、
大
学
の
中
の
ト
イ
レ
の
一

室
で
し
か
安
心
を
感
じ
ら
れ
な
い
人
が
い

る
よ
う
に
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
ど
ん
な
と
き
に

セ
ー
フ
だ
と
感
じ
る
か
」
を
思
い
つ
く
だ

け
発
言
し
て
い
く
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
国
や
文
化
に
よ
っ
て
も
違
い
ま

し
た
が
、
同
じ
文
化
を
共
有
し
て
い
る
私

と
皆
さ
ん
も
感
じ
方
は
異
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
で
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
異
な

り
な
が
ら
も
お
互
い
に「
セ
ー
フ
ス
ペ
ー
ス
」

と
感
じ
る
に
は
、
そ
れ
を
創
り
出
す
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
ど
ん
な
に
自
分
と
「
違
う
」

他
者
で
あ
っ
て
も
一
人
ひ
と
り
の
目
を
見

て
、
そ
の
人
を
心
か
ら
知
ろ
う
と
す
る
努

力
を
す
る
こ
と
。
考
え
を
共
有
し
た
く
な

る
よ
う
な
雰
囲
気
を
創
る
こ
と
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
え
？
そ
ん
な
基
本
的
な
こ
と
？
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　心と体で感じる学び

　夏空の下、8月9日から3日間にわたり、

「ひろしまを考える旅2017」が行われ

ました。国内外からの参加者と大学生

のインターンとボランティアリーダー、

委員、職員の総勢約50名が広島に集

結しました。今回の旅のテーマは

「HIROSHIMAから考える平和の根っ

こ」。昨年オバマ前米大統領が広島を

訪れ、今年7月には唯一の被爆国であ

る日本が不参加のまま国連で核兵器禁

止条約が採択されるなど、世界の注目

が日本に集まる中での開催でした。

　この旅の主眼は何よりも密度の濃い

「学び」にあります。参加者は広島平

和記念資料館を訪れ、フィールドワー

クで原爆の碑を巡り、被爆者の証言を

聴くことで、想像をめぐらせ、痛みに

共感します。被爆の真実に触れ、日本

の被害だけでなく加害の歴史とも直面

することになります。

　ワークショップでは一人ひとりが意

見や感想を述べ、最終日にはこれまで

の学びを整理して、全員で共有します。

年齢も国籍も異なる人々と共に行動し、

多様な考えに触れ、自らの意見を持つ

ことは、若い世代にとっては大きな成

長のきっかけとなります。大学生のイ

ンターンやボランティアリーダーは、

この日まで４カ月かけて、交流会やワ

ークショップを企画し、運営に携わる

ことで、リーダーシップを培います。

参加だけでなく参画できることも、こ

の旅の特徴です。

　想いをつなぐ旅

　英語名「Pilgrimage to Hiroshima

（ひろしまへの巡礼）」の通り、参加者

は、国内外から広島を訪れ、平和への

決意を新たにしてそれぞれの地へと戻

っていく「巡礼者」です。この地に暮

らす方々は、どのような想いで毎年新

たな旅人を迎えてくださるのでしょう。

17歳で学徒動員中に被爆した江種祐司

さんは、原爆投下に至るまでの経緯、

ご自身の学生時代と被爆直後の体験な

どを克明に生々しく語ってくださいまし

た。原爆で「人間が人間でない姿」で

殺し尽くされ、台風で海に運ばれた亡

骸は今なお水底に眠っている、といい

ます。

　フィールドワークの案内をしてくださ

った方々は皆「被爆の記憶を風化させ

ず、ヒロシマ（ナガサキ）の心を一人

でも多くの人に伝えること、それが使

命です」とおっしゃいました。

　この夏、福島から初めて参加した大

学生の感想です。

　「広島を知らない人に、ここで私が見

聞きし、感じてきたものを伝えることで、

ぜひ考えて、感じとってほしいです。

それが、後世にヒロシマを伝えること

のモデルになると思います」。

　被爆の記憶のバトンを次世代につな

ぐことで、一人ひとりが「平和を実現

する人」となる……。YWCAのミッシ

ョンを体現しているプログラムだからこ

そ、半世紀も続き、これからも時代に

合った形で継続されていくのでしょう。

ひろしまを考える旅委員会副委員長
吉田亜希

ヒロシマの現実を伝える展示資料に見入っていた

広島平和記念資料館で解説に聞き入る若い参加者

「ひろしまを考える旅」は、全国の中高大学生を中心に、多世代・多国籍の参加者が、共に広島で
平和について考える国際平和教育プログラム。日本YWCAが1970年に「『核』否定の思想に立つ」
を掲げ、その実践として翌年から始められ、もうすぐ50周年を迎える。日本YWCAの看板ともい
えるプログラムに参加して、その魅力を探ります。

小
さ
な
種
に
は

大
き
な
チ
カ
ラ
が
あ
る

　

１
日
目
の
講
演
を
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
、
渡
邊
さ
ゆ
り
さ
ん
（
日
本
バ
プ
テ
ス

ト
神
学
校
教
務
主
任
）。「
小
さ
な
か
ら
し
種

は
、
小
さ
さ
ゆ
え
に
枝
を
張
る
大
き
な
木
に

変
身
す
る
」
と
い
う
聖
書
の
た
と
え
話
を
用

い
て
、
私
た
ち
に
は
「
小
さ
い
こ
と
」
が
必

要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
痛
み
や

や
ぶ
れ
、
小
さ
く
さ
れ
た
経
験
が
、
共
感
す

る
チ
カ
ラ
と
な
り
、
痛
む
人
び
と
の
声
に
な

ら
な
い
声
、
小
さ
な
声
を
身
体
と
魂
で
聴
く

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
が
や
が
て

「
世
界
に
つ
な
が
る
チ
カ
ラ
」
に
変
え
ら
れ
て

い
く
と
い
い
ま
す
。

　

講
演
を
聴
い
た
一
人
の
生
徒
の
感
想
で
す
。

「（
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
で
起
き
た
虐
殺
に
よ
り
）

体
に
槍
を
刺
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
女
性
の
話

を
聞
い
て
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
命
は
小
さ

い
た
め
、
集
ま
っ
て
守
れ
る
よ
う
に
で
き
た

ら
、
差
別
は
な
く
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
し

た
。
誰
か
の
た
め
に
、
小
さ
い
者
で
も
大
き

な
心
は
持
て
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

出
会
い
が
も
た
ら
す
小
さ
な
変
化

　

メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
次
の
9
テ
ー
マ

を
用
意
し
ま
し
た
。
①
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
・
川

崎
桜
本
で
の
出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
。
②
日
雇

い
労
働
者
の
街
（
寄
せ
場
）
寿
町
に
暮
ら
す

人
び
と
。
③
横
須
賀
で
基
地
と
平
和
を
考
え

る
。
④
幕
末
開
港
の
舞
台
・
神
奈
川
宿
か
ら

続
く
横
浜
の
歩
み
。
⑤
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教

育
を
支
え
た
人
々
。
⑥
甚
大
な
被
害
が
出
た

横
浜
の
関
東
大
震
災
。
⑦
国
際
孤
児
の
養
育

に
尽
力
し
た
澤
田
美
喜
の
働
き
。
⑧
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
何
か
。
⑨

音
楽
を
通
し
て
自
尊
心
を
高
め
る
。

　

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
生
徒
た
ち
は
、

横
浜
の
地
に
刻
ま
れ
た
課
題
を
見
て
、
聞
い

て
、
学
び
、
辿
り
、
出
会
い
、
対
話
し
、
考

え
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
学
ぶ
グ
ル
ー
プ

で
は
、
平
良
愛
香
牧
師
の
お
話
を
聴
き
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
と
失
業

の
危
機
に
あ
る
炭
鉱
労
働
者
と
の
協
働
を
描

い
た
映
画
「
パ
レ
ー
ド
に
よ
う
こ
そ
」
を
鑑

賞
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多
様
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
最
初
は
表
情
が

硬
か
っ
た
生
徒
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か

ら
帰
る
と
思
い
思
い
に
経
験
を
語
り
、
参
加

す
る
前
は
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
の
意
味
を
知

ら
な
か
っ
た
生
徒
も
、
最
終
日
に
は
6
色
の

レ※

イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

　

三
日
目
の
全
体
会
で
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
図
解
や
寸
劇
な
ど
の

方
法
で
学
び
の
成
果
を
発
表
し
、
共
有
し
ま

し
た
。
そ
の
充
実
し
た
内
容
に
、
誠
実
に
学

ん
だ
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

希
望
者
の
多
い
グ
ル
ー
プ
は
抽
選
に
な
る

た
め
、
第
一
希
望
が
叶
わ
な
か
っ
た
生
徒
も

い
ま
す
。
そ
の
一
人
は
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
は
、
私
た
ち
が
友
だ
ち
を
か
ら
か
う
つ

も
り
で
発
し
て
い
た
言
葉
が
本
人
に
と
っ
て

は
暴
言
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
と
て

も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
第
一
希
望
で
は
な

か
っ
た
け
ど
、
自
分
に
合
っ
た
と
こ
ろ
に
導

か
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
」
と
、
感
想
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

渡
邉
さ
ん
の
講
演
に
は
じ
ま
っ
た
３
日
間
、

生
徒
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
小
さ
い

こ
と
」
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
初
め
て
知
っ
た
痛
み
、

他
校
の
生
徒
と
の
交
流
で
感
じ
る
も
の
も

あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
多
感
な
時
期
の
こ
の
経

験
が
、
他
者
に
共
感
し
、
世
界
に
つ
な
が
る

チ
カ
ラ
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と

願
い
ま
す
。

日
本
Y
W
C
A
職
員
　
山
口
慧
子

※6色のレインボーカラーは、セクシュアルマイノリティの尊厳やアイデンティティ、連帯を示すシンボルカラー

全体会で学びの成果を発表

「ひろしまを考える旅」に参加して

ヒロシマの心を学び、次世代へとつなぐ

原民喜の足跡を辿り、
被害の記憶に思いを馳せた

世
界
に
つ
な
が
る

　
い
の
ち
の
チ
カ
ラ

８
月
２
日
か
ら
4
日
に
か
け
て
、「
中
高
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
全
国
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
︱　
世
界

に
つ
な
が
る
い
の
ち
の
チ
カ
ラ
」
を
横
浜
で
開
催
。
中
高
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
加
盟
校
の
生
徒
や

顧
問
な
ど
１
６
５
名
が
集
い
、
講
演
会
や
交
流
会
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
＆
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
共
に
学
び
あ
い
ま
し
た
。

中高YWCA
全国　カンファレンス
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